1404　探究科学Ⅰ(プレ国際・社会探究)
～SSH研究発表会リハーサル～
１．今後の予定
	回数
	月日
	活動内容

	１
	2/4
	SSH研究発表会　リハーサル

	★
	2/8
	(土)　SSH研究発表会

	２
	2/18
	クロスセッション　～SSH研究発表会振り返り～

	３
	3/4
	継続研究

	４
	3/11
	国際・社会探究Ⅰガイダンス　～継続・新規選択、春休み活動計画～

	５
	3/18
	ラウンドテーブル　～探究の歩みと今後の展望を語る～　(横田不在)



２．探究テーマ一覧　1404現在

３．〆切関係　〆切は厳守すること！！
【2/8(土)SSH用スライド最終版】　提出〆切：本日17時まで
★R6国際・社会探究\プレ国際・社会探究\02イベント関係\1408SSH研究発表会

４．スライド作成のルール　＊必ずルール・マニュアルに従って作成すること！！
(１)スライドは、「上書き」ではなく、イベント(発表会)ごとにコピーを作成して加筆・修正！
　　　①探究の軌跡を残す。　②来年度の後輩の見本
　
(２)スライド タイトル　例　01若狭地区にSDGsを広めよう！(マイプロ)
SSH研究発表会について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．大まかなスケジュール
　午前　2年生国際探究科の口頭発表に参加
　午後　ラウンドテーブル：全学年・中学生・教員・地域の方などを交えて探究について対話

２．ラウンドテーブルについて
　①昨年までは大体・小体でポスター発表を行っていたが、今年はラウンドテーブルに変更
[image: ]　②A3用紙にスライド10枚を右図のように印刷し、手持ちでグループメンバーに
見せながら対話(裏表印刷できるので、最大20スライドまで)
　③聞き手は、A4に縮小したポスターが配布される。


＜本日の内容＞　ラウンドテーブル・リハーサル

１．ラウンドテーブル・グループ

２．進め方
(１)時間配分　＊当日と同様です
①話し手５人グループ：発表５分＋対話７分＝１２分
②話し手４人グループ：発表５分＋対話１０分＝１５分
(２)ファシリテーターが進行し、話し手と聞き手の対話を行う。
　　＊ポイント：対話…問いを重ねて、深めていく

３．ラウンドテーブルとは？　(実践研究福井ラウンドテーブルチラシより抜粋・一部改変)
自分たちの実践をじっくり跡づけ、その省察をふまえて実践を編み直していく。学校や地域を子供や大人が実践を通して学び合う協働体（コミュニティ）に変えていく。その中で一人一人が、省察的で主体的な実践者としての力を培っていく。そうした地道な取り組みが少しずつ蓄積されてきています。 
試行錯誤を重ねながら大切に進められてきているそうした取り組みを、より広く伝え合い、じっくり展開を聞き取り、学び合う場を作りたいと思います。 
小グループで実践の展開を聴き合います。実践記録を土台に実践の歩みをじっくり語っていきたいと思います。心に残っている場面。言葉、表情、行為。その時々に感じていたこと。ふりかえる中で見えてきたつながり。話し合いと記録づくりの中ではじめて気づいたこと。いま改めて跡づけ直して考えていること。 
語られる展開に耳を傾け、活動の場面を共有し成長のプロセスを探っていきたいと思います。実践の過程をじっくり語り・聞きあう場、実践を共有して協働探究できる関係がより広く培われていくことが、その後の実践への問いの深まりを支える拠り所になると思います。
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